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＜u(n)＝主格、i(n)＝属格、a(n)＝対格＞のように３種類の語尾変化をもつ３段変化と、
＜u＝主格、a＝属格・対格＞のように２種類の語尾変化をもつ２段変化があります。 名詞文の主語と述語（補語）、動詞の主語

. الَْبِنْتُ طَوِيلَةٌ  その少女は背が高い。

●３段変化名詞

دٌ  . ضَحِكَ مُحَمَّ ムハンマドは笑った。
不定の場合に、タンウィーン（語末の n ）をもち、＜un＝主、in＝属、an＝対＞という

名詞の格 Lesson 4

アラビア語の名詞（形容詞や分詞を含む）には、主格・属格・対格という３つの格が 格には様々な使われ方があります。ごく基本的な用法についてまとめておきましょう。
あります。これらの格は、格語尾すなわち語末の母音で表わされます。

●主格の用法

kitāb-un ʾal-kitāb-u الَْكِتَابُ

格変化を行う名詞を、３段変化名詞とよびます。多くの名詞はこれに属します。
例えば、「本」という３段変化名詞の格変化は以下のようになります。 の後に続く単独の語（この時タンウィーンは省かれる）（呼びかけ） ياَ 

دُ  . يَا مُحَمَّ ムハンマドよ。
不定 限定(定冠詞つき）

ʾal-kitāb-a . فِي ٱلْبَيْتِ  家の中に。

●属格の用法
【属格】 kitāb-in كِتَابٍ  الَْكِتَابِ

【主格】  كِتَابٌ

أصَْدِقَاءُ
動詞の目的語

名詞を、２段変化名詞とよびます。２段変化名詞に属するのは、女性名・国名・都市名、

●２段変化名詞

ʾal-kitāb-i
前置詞に支配される語

【対格】 kitāb-an كِتَابًا  الَْكِتَابَ

イダーファ（名詞属格による限定・「ＢのＡ」）名詞句における後続の名詞

دٍ  . كِتَابُ مُحَمَّ ムハンマドの本。（Ａ＝本、Ｂ＝ムハンマド）
不定の場合に、タンウィーンをとらず、＜u＝主、a＝属、a＝対＞という格変化を行う

および一部の男性名・形容詞・不規則複数です。

●対格の用法ُفَاطِمَة لبُْنَانُ عُمَرُ أجَْمَلُ

その学生は優秀ではない。

ファーティマ レバノン ウマル より・最も美しい 友人たち

. كَسَرَ فِنْجَانًا  彼はカップを割った。

の補語 كَانَ と ليَْسَ 

ʾal-ʾaṣdiqāʾ-i

不定→２段変化 限定(定冠詞つき）→３段変化

【主格】 ʾaṣdiqāʾ-u أصَْدِقَاءُ  الَْْصَْدِقَاءُ

例えば、「友人たち」という２段変化名詞の格変化は以下のようになります。

البُِ مُمْتَازاً  . لَيْسَ ٱلطَّ
ʾal-ʾaṣdiqāʾ-u

【属格】 ʾaṣdiqāʾ-a أصَْدِقَاءَ  الَْْصَْدِقَاءِ

２段変化名詞は、不定では属格・対格が同形ですが、定冠詞などによって
限定されると、３段変化となります。

朝に كَثِيرًا

）とその姉妹語に続く名詞 إنَِّ  （節の主語 إنَِّ

البَِ مُمْتَازٌ  . إنَِّ ٱلطَّ （実に）その学生は優秀だ。

たくさんصَبَاحًا

ʾal-ʾaṣdiqāʾ-a
副詞として使われる語

الَْيَوْمَ 今日

【対格】 ʾaṣdiqāʾ-a أصَْدِقَاءَ  الَْْصَْدِقَاءَ
※　語彙集では不定主格を見出しとして掲載していますから、
　　 語末にタンウィーンがなければ2段変化名詞であることが分かります。


